
1１月のすこやか教室
「消化器がん治療における

ロボット手術の役割」
高齢化社会をむかえる中で、がん治療はより“低侵襲”で“高度”
な治療が求められるようになりました。当院では最先端の医療技術
を駆使し、体に負担の少ない治療をご提供することで、術後も幸せ
な生活が送れる一助となれればと考えております。

あ なたに げ んきを お くりたい

お問い合わせ

上尾中央総合病院 総務課

TEL：048-773-1112

URL：https://www.ach.or.jp

日付：202４年1１月16日（土）
時間：14時00分～15時30分

（開場：13時30分）
場所：上尾中央総合病院

B館10階 中村記念講堂

テーマ『消化器がん治療におけるロボット手術の役割』

†総合司会（基調講演）

上尾中央総合病院 院長補佐 若林剛

†胃がんに対する外科治療の進歩～低侵襲治療と術後障害克服～

上尾中央総合病院 消化器外科科長 岡本信彦

†大腸がんに対する低侵襲手術とは～ロボット手術の経験から～

上尾中央総合病院 内視鏡外科科長 筒井敦子

†肝胆膵領域のがんに対するロボット手術200例の経験

上尾中央総合病院 外科医長 若林大雅


